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෇଱震改修構法の։ൃޙଘఱҪのط
άリッドαϙʔτ構法

ᓎ　ఉ　ه　඙

既存ఱҪにରしてఱҪのࣨ内ଆ͔ΒαϙʔトࡐをఱҪ໘にઃ置し，地震࣌にఱҪに生͡る׳性ྗを，α
ϙʔトࡐをհしてۥମまたは構଄ମに負୲させることにより，ఱҪ変位およͼ損ইを制御する構法を։発
した。一ൠ的に用いΒΕるブレʔスによりఱҪ׳性ྗをۥମに఻ୡする方法にൺして，部ࡐ・઀合部のઃ
。制御等がඇৗに༰қであり，高い耐震性能をఱҪに෇༩で͖る構法であるܗや変ܭ

さΒに౰構法は，既存ఱҪが૝ఆ以上の地震ྗにରして鉛直ྗ࣋ࢧを૕ࣦしても，ఱҪ໘にઃ置したα
ϙʔトࡐでఱҪࣗॏを࣋ࢧすることにより，ਓ災につながるようなఱҪの่མを๷ࢭするػ能を݉Ͷඋえる。

本稿では，౰構法のઃܭ法ٴͼ実大ৼ動୆実ݧによる݁ূݕ果についてड़΂る。
キーワード：ఱҪ，耐震Խ，མ下๷ࢭ，改修

1．はじめに

ఱҪの耐震改修をߦう৔合，既存ఱҪを一୴ఫڈし
て新たに性能が֬ೝさΕた耐震ఱҪを新ઃする方法
や，ఱҪ内でఱҪ下地に耐震ブレʔスを௥Ճし，઀合
ۚ物を補強するなどの方法が一ൠ的にとΒΕている。

લ者の৔合，改修をߦうۭ間にରしてࣄ޻期間中の
立ͪ入りࢭېા置やࣄ޻，ࢭఀۀࣄ中のਖᆍඈ࢈，ࢄ
අ用負୲などの課題があࣄ޻物の૿Ճ，多ֹのغഇۀ
り，ఱҪ改修ࣄ޻が実施にࢸΒないことも多い。後者
の৔合は，ఱҪの耐震Խをਤるうえでॏཁな下地ओࡐ
や઀合部およͼ耐震ブレʔス等の強度のόラϯス 1）

を֬อすることが೉しく，改修しても一ఆの耐震性能
を期଴で͖ないという課題がある。また，ઃඋ等との
。がで͖ない৔合も多いࡦবで，後͔Β十෼な補強ରׯ

さΒに，24 ࣌間 365 日Ք動ڥ؀下にある施ઃ（例
え͹イϯフラ؅制施ઃや特घな੡଄ライϯなど）で
は，ࣄ޻期間中の一੾のۀ務ఀࢭをߦわͣ，また改修
։࠶務ۀ成後は大地震などの災害後もたͩͪに׬ࣄ޻
をߦわなくてはなΒͣ，こΕΒの৚݅をຬ଍する既ԟ
のఱҪ耐震Խ構法は存在していな͔った。

そこで，既存のఱҪを࢖用しながΒ༰қに改修で
͖，既存ఱҪ下地の強度に͔͔わΒͣ一ఆの耐震性能
を෇༩で͖る「άリッドαϙʔト構法」の։発をߦっ
た。

2 ষでは౰構法の֓ཁを，3 ～ 5 ষでは౰構法のྗ
ֶ的ݕ౼およͼৼ動୆実ݧによる݁ূݕ果をࣔす。

2．改修構法の概要

1 ষにड़΂た施޻上の課題をղܾするたΊ，࣍の方
਑で։発をߦうこととした。まͣ，ᶃਖᆍඈࢄやۀ࢈
ഇغ物をॖ減するたΊ，既存ఱҪのղମൣғを最খݶ
とすること，ᶄ౔日・໷間ۀ࡞であってもࣄ޻のたΊ
のԾઃ੝ସえに༰қにରԠで͖るように，構成部ࡐを
3N 以下ఔ度の୹ई部ࡐとすること，ᶅఱҪ下地の強
度やఱҪ内ઃඋの഑置にࠨӈさΕͣ，௿ίストで一ఆ
の耐震性能とམ下๷ࢭ性能を併せ࣋たせるたΊ，構成
部ࡐを後෇͚の൚用部ࡐとすること，ᶆఱҪ内ۀ࡞を
最খݶとすること，などである。֨ࢠঢ়に構成した߯
を，既存ఱҪのϘʔド（Ϳݺとࡐ以下，αϙʔト）ࡐ
໘にࣨ内ଆ͔Β໺ԑを؏௨するϏスでݻఆし，その୺
部をఱҪपғの構଄部ࡐ（例え͹֯؅߯ܗ˘ᴷ 100 ʷ
100 ʷ 3.2 等）に所ఆの઀合ۚ物でݻఆする。౰構法
の֓ཁを図─ 1 に，ৄࡉを図─ 2 にࣔす。

౰構法では，地震࣌にఱҪ໘に生͡る׳性ྗをα
ϙʔトࡐをհしてपғの構଄部ࡐに఻ୡすることによ
り，ఱҪ໘の変位を制御し，ఱҪの損ই・୤མのओな
等の負ՙをܰ減͛ۂฦし܁Ҽである下地઀合部΁のݪ
することがで͖る。ブレʔスを用いてఱҪ׳性ྗをۥ
ମに఻ୡする方法にൺ΂て，より直઀的にۥମにྗを
఻ୡすることがで͖るたΊ，平қなص上ݕ౼で部ࡐઃ
࣋ࢧが可能である。また本構法は，ສ一ఱҪが鉛直ܭ
ྗを૕ࣦしても，αϙʔトࡐによってఱҪ໘全ମの่
མを๷ࢭするフΣイϧηʔフػ能を併せ࣋っている。

特集＞＞＞　建築
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さΒに，下地ࡐのओࡐに一ൠීࡐٴ（ඇ +*S ࢖を（ࡐ
用したఱҪで，ブレʔス等の耐震ରࡦを施していない
ఱҪにରしても一ఆの耐震性能を෇༩することがで͖
る。

3．サポート材断面の検討

3 ষでは，αϙʔトࡐஅ໘のઃܭ法をࣔす。
まͣ，૝ఆする地震ྗにରして既存ఱҪのਫ平方޲

の׳性ྗをٻΊ，1 本౰たりのαϙʔトࡐが負୲する

ਫ平ྗをࢉఆする。࣍に，既存ఱҪが全໘མ下した৔
合にαϙʔトࡐにՃわる最大ுྗをࢉఆする。最大ு
ྗは，ݒਨઢのࣜ 2）を用いて൓෮ղ法によりٻΊる
ことがで͖る。αϙʔトࡐஅ໘は，こΕΒ 2 つのྗに
耐えるようにઃܭすることになる。

本ݕ౼では，௕さ 12 N，ॏྔ 20 LH�N2 の既存ఱҪ
をԾఆし，αϙʔトࡐの取෇͚ϐッチをˏ 1,800 とし
た。૝ఆする地震ྗは，国౔ަ௨ল͔ΒఱҪの୤མに
関する告ࣔ（国౔ަ௨ল告ࣔ第 771 ߸ଞ）3）の༷࢓規
ఆにお͚る最大஋であるఱҪ໘Ճ଎度 2.2G とした。
こΕΒの৚݅を用いて上هのݕ౼をߦない，αϙʔト
には，൘ްࡐ t ʹ 3.2 NN で図─ 2 にࣔす部ࡐஅ໘の
S1$$ どうࡐを用いることとした。また，αϙʔトࡐ
しの઀合部や，αϙʔトࡐと୺部構଄ମ΁の઀合部に
ه用するϘϧトについても，上࢖ 2 つのྗに耐えるよ
うにܘや本਺をٻΊた。

4．既存天井との接合部の検討

αϙʔトࡐはఱҪと一ମԽさせ，地震࣌のఱҪ׳性
ྗを֬実に負୲させるඞཁがある。ここでは，αϙʔ
トࡐと既存ఱҪとの઀合部についてݕ౼した。

౰֘部の઀合では，ఱҪࣨ内ଆよりαϙʔトࡐを
λッϐϯάϏスにてϘʔドに؏௨させて໺ԑとݻఆす
ることとした。Ϗスには，内装ࣄ޻で൚用的に࢖用さ
Εる 4 NN のλッϐϯάϏスを࢖用した。

Ϗスによりαϙʔトࡐと໺ԑとを，Ϙʔドをհして
─Ίた（写真ٻでݧఆした৔合の઀合耐ྗを実ݻ 1）。
実ݧでは，一ൠࡐの໺ԑにରし，9.5 NN のੴߣϘʔ
ドおよͼ岩໖ٵԻ൘をհしてްさ 3.2 NN の߯੡フ
ラットόʔ（αϙʔトࡐ）をϏスݻఆし，Ҿுػݧࢼ
にてせΜஅ方޲にՃྗして耐ྗを測ఆした。Ϗスܗঢ়
はࡼϏスおよͼುϏスの 2 छྨとし，耐ྗのҧいを調
΂た。

その݁果，ࡼϏスとುϏスでは，ುϏスの方が 1.1
ഒ͔Β 2.0 ഒఔ度耐ྗが高く，また஄性的なڍ動をࣔ
すൣғもುϏスの方が大͖いことがղった。また，
ˏ 300 ～ 400 ఔ度でαϙʔトࡐをುϏスでݻఆすΕ
͹，3 ষでٻΊた地震࣌׳性ྗにରし，஄性ൣғでは
2 ഒఔ度，ऴہ耐ྗでは 3.6 ഒఔ度の耐ྗが見ࠐΊる
ことがղった。Ϗスϐッチは施޻的に໺ԑのϐッチに
ӨڹさΕることとなるが，一ൠ的に用いΒΕるˏ 303
で഑置さΕた໺ԑにುϏスでݻఆすΕ͹，ఱҪ׳性ྗ
をαϙʔトࡐに༗効に఻ୡで͖るとߟえΒΕる。

図─ 1　改修構法の概要

図─ 2　改修構法における天井材と端部構造材との接合詳細
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5．振動台実験

ৼ動୆実ݧでは，αϙʔトࡐとఱҪࡐとの઀合部，
αϙʔトࡐどうしの઀合部，αϙʔトࡐと୺部構଄部
用可࢖ଓܧとの઀合部が，૝ఆする地震ྗにରしてࡐ
能なঢ়ଶをอ࣋で͖ることを֬ೝした。૝ఆする地震
ྗは国౔ަ௨ল告ࣔ第 771 ߸ଞ 3）の༷࢓規ఆの最大
஋が 2.2G であること͔Β，1.5 ഒの安全཰を見てఱҪ
໘で最大Ճ଎度 3.3G となるレϕϧとした。

（1）試験体
ৼ動୆上にՃৼ用フレʔムをઃ置し，Ճৼ用フレʔ

ム上部͔Β既存ఱҪを模したݧࢼମを௻り下͛，その
下部にαϙʔトࡐをઃ置してՃৼした。

ମとなる既存ఱҪでは，໺ԑと໺ԑड͚等のओݧࢼ

Ϋリッࡐঢ়の一ൠܗとし，+*S " 65174）とಉࡐを一ൠࡐ
ϓ，ハϯΨʔを用いた。ݧࢼମの大͖さは5.7 Nʷ5.0 N
で，௻௕さを 1500 NN とした。ブレʔス等の耐震部
─はઃ置しな͔った（写真ࡐ 2，3）。

さΒに，図─ 2 にࣔすαϙʔトࡐをఱҪ໘ࣨ内ଆ
に所ఆのϐッチにてϏスをݻఆし，その୺部をԾ૝構
଄部ࡐである֯؅߯ܗ˘ᴷ 100 ʷ 100 ʷ 3.2 に݁ۓし
た（写真─ 3，4）。

，測߲໨は，ৼ動୆，Ճৼ用フレʔム௖部のՃ଎度ܭ
ఱҪ໘のՃ଎度およͼՃৼ用フレʔム͔Βの૬ର変位
とした。

実建物にద用する৔合には，αϙʔトࡐは 4 ลの୺
部をそΕͧΕ構଄部ࡐに݁ۓすることになるが，本実
ではՃৼ用フレʔムの制໿上ݧ 2 ลにし͔Ծ૝構଄部
ମはᶃ～ᶅのݧࢼ，がઃ置で͖ないたΊࡐ 3 छྨを用
ҙした。ݧࢼମのॾݩを表─ 1 にࣔす。

ఆし，αݻをࡐにαϙʔト޲ମᶃでは，໺ԑ方ݧࢼ
ϙʔトࡐとఱҪࡐの઀合部の耐ྗを֬ೝした。αϙʔ
トࡐは 3 本࢖用（ˏ 1800）し，୺部は 3 ͔所でԾ૝
構଄部ࡐに݁ۓした（図─ 3）。

ఆݻをࡐにαϙʔト޲ମᶄでは，໺ԑと直ަ方ݧࢼ
し，ݧࢼମᶃとಉ༷にαϙʔトࡐとఱҪࡐの઀合部の
耐ྗを֬ೝした。αϙʔトࡐの਺はݧࢼମᶃとಉ͡で
ある（図─ 4）。またݧࢼମᶄでは，ৼ動୆の能ྗの
界෇近であるݶ 1500 GBM のՃৼ೾を入ྗし，損ইが

写真─ 1　既存天井との接合耐力試験体

写真─ 2　試験体全景（天井ふところ側）

写真─ 3　試験体全景（天井仕上げ面側）

写真─ 4　端部接合部
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࢝まるى఺を೺Ѳした。
と୺部構଄ମとの઀合部ࡐମᶅでは，αϙʔトݧࢼ

およͼαϙʔトࡐどうしの઀合部の耐ྗを֬ೝした。
実建物での構଄部ࡐのઃ置ϐッチを 12 N，αϙʔト

の取෇͚ϐッチをࡐ 1.8 N と૝ఆした৔合のαϙʔト
ࡐ 1 本あたりにֻ͔るఱҪ໘積 12 N ʷ 1.8 N ૬౰෼
の׳性ྗを，ݧࢼମの઀合部に負୲させた。ݧࢼମは，
αϙʔトࡐの୺部઀合部を中ԝ一͔所のみ઀合し，そ
のଞの઀合部を֎し，中ԝのαϙʔトࡐにఱҪݧࢼମ
のす΂てのਫ平ྗをू中して所ఆの࣠ྗを負୲させる
こととした（図─ 5）。

（2）加振ケース
Ճৼ方޲はਫ平 1 方޲ʴ上下方޲とした。入ྗ೾

は，図─ 6 にࣔすΤϧηϯトロ೾ /S 成෼およͼ U%
成෼を最大Ճ଎度でج४Խして用いた。上下方޲の最
大Ճ଎度はਫ平方޲の 1�2 とした。

ਫ平方޲の最大Ճ଎度 300 GBM の入ྗ͔Β։࢝し
て，ঃʑにレϕϧを上͛たՃৼをߦった。なお，ৼ動
୆の能ྗのݶ界෇近の入ྗでも，ఱҪ໘にֻ͔るਫ平
方޲の׳性ྗが໨ඪ஋にୡしな͔った৔合は，ఱҪ໘
におもりを෇Ճして໨ඪとする׳性ྗを上回るように
調੔した。໨ඪ஋の۩ମ的なઃఆ方法は以下のとおり
である。໘積 28.5 N2，ॏྔ 20 LH�N2 のఱҪにରして，
ఱҪ໘最大Ճ଎度 3.3 G の৔合の׳性ྗをٻΊると
1,881 LHG となる。本ݧࢼମにおもりを෇Ճしない৔
合，αϙʔトࠐࡐみのॏྔは 730.5 LH であるたΊ，

表─ 1　試験体諸元

ମ໘積ݧࢼ 5.7 ʷ 5.0 ʹ 28.5 N2

ମ૯ॏྔݧࢼ 既存ఱҪॏྔ（ϘʔドٴͼఱҪ下地）：
634.12 LH
αϙʔト3.38：ࡐ LH�N2 ʷ 28.5 N2 ʹ 96.33 LH
ମॏྔ：634.12ݧࢼ ʴ 96.33 ʹ 730.5 LH
߸هݧࢼ e 以降は 87.3 LH のおもりを෇Ճし
817.8 LH

図─ 3　試験体①

図─ 4　試験体②

図─ 5　試験体③

図─ 6　振動台への入力波（エルセントロ波）
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性ྗ׳ 1,881 LHG となる最大Ճ଎度は 2.6 G である。ま
た，本ݧࢼମに 87.3 LH のおもりを෇Ճしてݧࢼମॏ
ྔを 817.8 LH にすると，׳性ྗ 1,881 LHG となる最大
Ճ଎度は 2.3 G である。したがって，ݧࢼମᶃとᶄで
は，おもりの෇ՃのແいఱҪでは 2.6 G，おもりを෇
ՃしたఱҪでは 2.3 G がఱҪ໘の໨ඪՃ଎度となる。
ମᶅでは，໘積ݧࢼ 21.6 N2（1.8 N ʷ 12 N），ॏྔ
20 LH�N2，ఱҪ໘最大Ճ଎度 3.3 G の৔合の׳性ྗ
1,425.6 LHG（21.6 N2 ʷ 20 LH�N2 ʷ 3.3 G）が໨ඪとす
る׳性ྗであり，おもりを෇Ճしたݧࢼମॏ 817.8 LH
のと͖には，1.7 G がఱҪ໘の໨ඪՃ଎度となる。

（3）実験結果
地震೾によるՃৼにઌ立ͪ，ϗϫイトϊイζ೾のՃ

ৼをߦってݧࢼମのݻ༗ৼ動਺を調΂た。ݧࢼମᶃお
よͼᶄのਫ平方޲のݻ༗ৼ動਺は 34.9 ～ 38.3 H[（प
期 0.026 ඵ～ 0.028 ඵ）であり，௨ৗの在དྷ޻法ఱҪ

のݻ༗प期にରしてඇৗに高いことを֬ೝした。
໺ԑ方޲にαϙʔトࡐをݻఆしたݧࢼମᶃのՃৼ݁

果を表─ 2 にࣔす。هݧࢼ߸ E ではৼ動୆の能ྗの
界෇近のՃৼにରし，ఱҪ໘Ճ଎度が໨ඪのݶ 2.6 G
を上回Βな͔ったたΊ，ఱҪ໘におもりを෇Ճした。
߸هݧࢼ e では，ݧࢼମॏྔ 817.8 LH にରしてఱҪ
໘では໨ඪとする 2.3 G を上回る最大Ճ଎度となった
が໨ࢹ上損ইがなく，一部αϙʔトࡐとఱҪの઀合Ϗ
スにΏるみがग़たఔ度であった。ܰඍな補修によりॳ
期ঢ়ଶに෮چで͖るঢ়ଶであり，໨ඪとするܰ損でܧ
ଓ࢖用可能なൣғにとどΊることがで͖た。

໺ԑड͚方޲にαϙʔトࡐをݻఆしたݧࢼମᶄでの
Ճৼ݁果を表─ 3 にࣔす。هݧࢼ߸ H では，ఱҪ໘
で໨ඪとする 2.3 G を上回る最大Ճ଎度となったが，
໨ࢹ上損ইがなく，Ϗスの؇みも発生しな͔った。さ
Βにهݧࢼ߸ I では，ৼ動୆入ྗՃ଎度 1,500 GBM に
ରしてఱҪ໘で 3,049 GBM のԠ౴Ճ଎度となり，૝ఆ

表─ 2　試験体①の加振結果（野縁方向の加振）H（水平方向），V（上下方向）

߸ه
ৼ動୆入ྗ

Ճ଎度
（GBM）

ମॏྔݧࢼ
（LH）

ఱҪ໘໨ඪ
Ճ଎度（G） 

Ճৼフレʔム௖部
（ఱҪ௻ݩ）Ճ଎度

（GBM）

ఱҪ໘
Ԡ౴Ճ଎度

（GBM）

ఱҪ໘とՃ
ৼフレʔム
の最大૬ର
変位（NN）

໨ࢹ観݁࡯果

B
H ʹ 300
7 ʹ 150

730.5 2.6
H ʹ 622
7 ʹ 589

H ʹ 516
7 ʹ 542

0.3 損ইなし

C
H ʹ 900
7 ʹ 300

730.5 2.6
H ʹ 1528
7 ʹ 1808

H ʹ 1476
7 ʹ 3080

1.0 損ইなし

D
H ʹ 1200
7 ʹ 600

730.5 2.6
H ʹ 2053
7 ʹ 2170

H ʹ 1898
7 ʹ 2584

0.9 損ইなし

E
H ʹ 1500
7 ʹ 750

730.5 2.6
H ʹ 2539
7 ʹ 3442

H ʹ 2283
7 ʹ 5586

1.8
αϙʔトࡐおよͼఱҪ໘に損ইなし
ఱҪのΫリッϓ֎Ε，ハϯΨʔ։͖

が生͡る

e
H ʹ 1500
7 ʹ 750

817.8 2.3
H ʹ 2466
7 ʹ 3276

H ʹ 3350
7 ʹ 5238

4.2
αϙʔトࡐおよͼఱҪ໘に損ইなし
αϙʔトࡐとఱҪの઀合Ϗスに一部

Ώるみ

表─ 3　試験体②の加振結果（野縁受け方向の加振）H（水平方向），V（上下方向）

߸ه
ৼ動୆入ྗ

Ճ଎度
（GBM）

ମॏྔݧࢼ
（LH）

ఱҪ໘໨ඪ
Ճ଎度（G） 

Ճৼフレʔム௖部
（ఱҪ௻ݩ）Ճ଎度

（GBM）

ఱҪ໘
Ԡ౴Ճ଎度

（GBM）

ఱҪ໘とՃ
ৼフレʔム
の最大૬ର
変位（NN）

໨ࢹ観݁࡯果

G
H ʹ 1000
7 ʹ 300

817.8 2.3
H ʹ 1734
7 ʹ 900

H ʹ 1638
7 ʹ 887

1.1 損ইなし

H
H ʹ 1500
7 ʹ 450

817.8 2.3
H ʹ 2528
7 ʹ 1677

H ʹ 2443
7 ʹ 2241

1.9 損ইなし

I
H ʹ 1500
7 ʹ 750

817.8 2.3
H ʹ 2498
7 ʹ 2200

H ʹ 3049
7 ʹ 4818

2.9

損ইなし
αϙʔトࡐとఱҪの઀合Ϗスに一部

Ώるみ
ఱҪのΫリッϓ֎Ε，ハϯΨʔ։͖

が生͡る
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既存ఱҪのΫリッϓが֎Ε，ハϯΨʔに։͖が生͡
た。し͔しάリッドαϙʔトには，既存ఱҪとの઀合
Ϗスに一部Ώるみが生͡た͚ͩで，αϙʔトࡐやα
ϙʔトࡐどうしの઀合部，୺部઀合部等に損ইは生͡
な͔った。

௕さ 12 N ૬౰෼の࣠ྗをഎ負わせたαϙʔトࡐの
઀合部を࠶現したݧࢼମᶅのՃৼ݁果を表─ 4 にࣔ
す。هݧࢼ߸ J では，ఱҪ໘で໨ඪとする 1.7G を௒
える最大Ճ଎度となったが，઀合部に損ইは生͡な
͔った。

6．まとめ

・地震࣌のఱҪ׳性ྗを，֨ࢠঢ়に構成したαϙʔト
に直઀的に఻ୡするఱҪ耐震改ࡐで୺部の構଄部ࡐ
修޻法「άリッドαϙʔト構法」を։発した。

・地震࣌に͔͔る׳性ྗと，既存ఱҪが全໘่མした
৔合に͔͔るுྗをྀߟして，αϙʔトࡐஅ໘およ
ͼαϙʔトࡐとఱҪࡐとの઀合部，αϙʔトࡐどう
しの઀合部，αϙʔトࡐと୺部構଄部ࡐとの઀合部
のઃܭをߦった。

・その耐震性能を，ৼ動୆による動的実ݧによって֬
ೝした。໨ඪとした׳性ྗ（ఱҪॏྔ 20 ᶵ �N2，
ఱҪ໘Ճ଎度 3.3 G）にରし，部ࡐがܰ損にとどまり，
ܰඍな補修でܧଓ࢖用可能であることを֬ೝした。

・։発した構法では，ҾுࡐとఱҪのϏス઀合部に損
ইが発生しやすいことがղった。໺ԑというബ൘部
動にڍฦし܁，ఆしているたΊݻにରしてϏスでࡐ
よって؇み等が生͡，઀合耐ྗがঃʑに૕ࣦさΕる
たΊであり，૝ఆ以上の地震ྗにରして破損が࢝ま
るのもこの部位͔Βである。このたΊ地震後や一ఆ
期間のܦ年にԠ͡て，઀合Ϗスおよͼपลを఺ݕし
ඞཁにԠ͡て補修を実施する等のҡ࣋؅ཧがඞཁと
。わΕるࢥ
なお，本構法を実ࡍの建物にద用する৔合には，α

ϙʔトࡐの୺部を࣋ࢧする構଄部ࡐのઃܭ৚݅や，そ
の部ࡐを既存ۥମに取り෇͚る方法について，建物ݸ
ผの৚݅にԠ͡てݕ౼するඞཁがある。

また，本構法は໺ԑにରしఱҪࡐであるϘʔドࡐܥ
ྉが࿈ଓ的に݁ۓさΕているঢ়ଶをར用して୤མ๷ࢭ
ରࡦをਤっている。既存ఱҪやࣨのঢ়گによりϘʔド
のϏスൈ͚等が૝ఆさΕる৔合，またはそΕΒにରし
てもམ下๷ࢭがཁٻさΕる৔合は，ωット，メッシϡ
等をάリッドαϙʔトと既存ఱҪ໘の間にૠ入するな
どのରࡦを͡ߨることがで͖る。

7．おわりに

謝辞
౰構法は「άリッドαϙʔト」として঎ඪ登࿥さΕ

ている。ਗ਼ਫ建ઃ᷂のอ༗する特ٕڐज़をࣜגձࣾΦ
Ϋジϡʔ，ࣜגձࣾۅҪ੡࡞所Βとڞಉ։発により঎
品Խをߦったものである。౰構法の։発に౰たって，
͔྆ࣾΒの多大な͝ྗڠをいたͩいた。ここにهして
。ਃし上͛ますँײ
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表─ 4　試験体③の加振結果　　H（水平方向），V（上下方向）

߸ه
ৼ動୆入ྗ

Ճ଎度
（GBM）

ମॏྔݧࢼ
（LH）

ఱҪ໘໨ඪ
Ճ଎度（G） 

Ճৼフレʔム௖部
（ఱҪ௻ݩ）Ճ଎度

（GBM）

ఱҪ໘
Ԡ౴Ճ଎度

（GBM）

ఱҪ໘とՃ
ৼフレʔム
の最大૬ର
変位（NN）

໨ࢹ観݁࡯果

J
H�1100
7�300

817.8 1.7
H�1920
7�917

H�2218
7�1060

4.9 損ইなし

［筆者紹介］
ᓎఉ　ه඙（さくΒ͹　;みͻこ）
ਗ਼ਫ建ઃ᷂
ઃܭ・ϓロϙʔβϧ౷ׅ　ڥ؀・ٕज़ιリϡʔシϣϯ
本部　#$1・๷災ιリϡʔシϣϯࣨओ査
݉　ٕज़ڀݚ所　安全安৺ٕज़ηϯλʔ
ओ೚ڀݚһ




